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まえがき

社団法人日本基礎建設協会から、場所打ちコンクリート拡底杭を監理する上での

ポイントを要領よくまとめた本を作りたいというご相談を受け、協力させていただ

くことにした。施工する側はもちろん、監理する側としても充分役に立つものを作

ることをねらって、この問題に特に詳しい安達俊夫日本大学教授と藤井衛東海大学

教授のお二人にご参加いただき、協会委員と共に、この新しいタイプの実用的な技

術書の検討に入った。

場所打ちコンクリート杭は施工時の監理が完成した杭の性能に及ぼす影響の極

めて高い杭であり、この問題が杭を施工する側も監理する側も最大の関心事である。

この意味から本協会ではすでに昭和 58 年に「場所打ちコンクリート杭施工指針・

同解説」を刊行し、また、「場所打ちコンクリート杭」が協会設立以来刊行され逐

次改定されてきている。これらの出版物によって、場所打ちコンクリート杭の品質

の向上と施工法の標準化が計られてきた。

杭の施工方法などの説明は上記の書に詳しいのでそれらは省略し、本書は場所打

ちコンクリート拡底杭の計画の段階から施工終了の確認検査までのいくつかの段

階で行う監理ポイントについて、その内容の要旨と管理値について説明してある。

施工技術として今後改良される余地が残されている工法であるが、現時点において

実務上最適と考えられる監理方法を簡潔にまとめている。

表題に明記したように、拡底杭に関する技術書であるが、ストレート杭について

も同じことが成り立つ場合が多く、拡底杭以外にも参考にしていただきたい。また、

本書には本協会に加盟している各社による実際の場所打ちコンクリート拡底杭の

施工における監理方法を具体的に示しているので、実務的な資料的価値が高い。

場所打ちコンクリート拡底杭の設計・監理・施工にかかわる技術者が本書を活用

されることを希望いたします。

平成 12年 7月

桑原文夫















主な監理ポイント
設計時・施工計画時 施工中・施工終了後検査時

Ⅱ章解説シート Ⅱ章解説シート項　　目
監理ポイント

解説記号 ページ
監理ポイント 解説記

号
ページ

(1)掘削機の能力は設計杭径・掘削長・拡底径に対応可能か
①アースドリル工法
②リバース工法
③オールケーシング工法（軸部掘削のみ）

(2)施工地盤
① 土質柱状図は明確なものであり、かつ地盤の調査数
は敷地の広さから判断して妥当であるか

　　②地盤の調査は適切であるか
③土質・地中障害物に対して掘削可能な対策が講じら
　れているか

　　④表層地盤の地耐力は掘削機の荷重に対して十分な
　調査・検討がなされているか

(3)敷地は施工可能か
　　①アースドリル工法
　　②リバース工法
　　③オールケーシング工法（軸部掘削のみ）
(4) ―――

1-(1)-①
1-(1)-②
1-(1)-③

1-(2)-①

1-(2)-②
1-(2)-③

1-(2)-④

1-(3)-①
1-(3)-②
1-(3)-③

   
 Ⅱ-2
 Ⅱ-4
 Ⅱ-5
    
 Ⅱ-6

 Ⅱ-8
 Ⅱ-9

 Ⅱ-10

Ⅱ-11
Ⅱ-12
Ⅱ-13

　　

(1) ―――

(2) ―――

(3) ―――

(4)付帯設備は適切か
①電力設備・ゼネレーター
②給水設備・排水設備
③搬入機械・器具

(1)鉄筋は適切なものか
(2)コンクリートは適切なものか

2-(1)
2-(2)

Ⅱ-14
Ⅱ-15

(1)鉄筋は設計図書通りのものが搬入されているか
(2)コンクリートの品質は設計図書に適合しているか
(3)コンクリートの現場試験による強度が設計基準強度以上
　 あるか

2-(1)
2-(2)
2-(3)

Ⅱ-14
Ⅱ-15
Ⅱ-15

(1) ―――
(2) ―――
(3) ―――
(4)鉄筋間隔・かぶり等は適切か 3-(4) Ⅱ-18

(1)鉄筋かごは設計図書の通りか
(2)鉄筋の加工は良いか
(3)鉄筋かごの組立ては良いか
(4) ―――

3-(1)
3-(2)
3-(3)

Ⅱ-17
Ⅱ-18
Ⅱ-18

(1) ――― (1)工法に応じた適切な方法によって杭心をセットしたか 4-(1) Ⅱ-19

(1) ―――
(2) ―――
(3)鉛直精度は規定されているか
(4)安定液の管理方法（管理基準値、測定頻度など）が記
　載されているか
(5)支持層の明示および支持層への根入れ長が規定されて
　いるか

5-(3)
5-(4)

5-(5)

Ⅱ-22
Ⅱ-23

Ⅱ-24

(1)表層ケーシング・スタンドパイプの直径及び長さは適切か
(2)設計径は確保されているか
(3)掘削に際しては鉛直性を十分に管理しているか
(4)安定液の管理は施工計画書に従っているか

(5)支持層の確認方法は適切であり、かつ支持層への根入れ長
   に関しては問題ないか

5-(1)
5-(2)
5-(3)
5-(4)

5-(5)

Ⅱ-20
Ⅱ-21
Ⅱ-22
Ⅱ-23

Ⅱ-24

(1)拡底機の選定は適切か（Ⅲ参考資料　参 3-1ED01～参
　3-2RCD-08参照）
(2) ―――
(3)孔壁測定の頻度は設計図書に記されているか

6-(1)

6-(3)

Ⅱ-25

Ⅱ-27

(1)拡底機の確認（拡底機のキャリブレーション）を実施したか
(2)拡底掘削の管理は確実か
(3)拡底部掘削の確認を実施し、形状・寸法について問題ない
   ことを確認したか。問題があった場合には適切な処置が
   行われたか

6-(1)

6-(2)
6-(3)

Ⅱ-25

Ⅱ-26
Ⅱ-27

(1)沈殿試験の仕様は適切か
(2)一次スライム処理方法は適切か
(3)二次スライム処理方法は適切か
　残留スライム量は規定されているか

7-(1)
7-(2)
7-(3)

Ⅱ-29
Ⅱ-29
Ⅱ-29

(1)沈殿量～時間関係を把握したか
(2)一次スライム処理は適切か
(3)二次スライム処理は適切か
　残留スライム量は規定値以下か

7-(1)
7-(2)
7-(3)

Ⅱ-29
Ⅱ-29
Ⅱ-29

(1) ―――
(2) ―――
(3) ―――
(4) ―――
(5) ―――

(1)吊込み時に変形はないか
(2)継手長さは設計図書通りか
(3)鉄筋かごの位置は適切か
(4)トレミーの長さは適切か
(5)トレミー接続部の水密性は確実か

8-(1)
8-(2)
8-(3)
8-(4)
8-(5)

Ⅱ-30
Ⅱ-30
Ⅱ-30
Ⅱ-31
Ⅱ-31

(1)コンクリートの運搬時間の制限値は適切か
(2)コンクリートのスランプ、空気量、塩化物量、試料採
　取の頻度等は適切か
(3) ―――
(4) ―――

(5)コンクリート打込み中のトレミーとコンクリート天端
　との関係は適切か
(6)コンクリートの余盛り高さは適切か
(7) ―――

9-(1)
9-(2)

9-(5)

9-(6)

Ⅱ-32
Ⅱ-32

Ⅱ-32

Ⅱ-32

(1)搬入されたコンクリートは規定時間内のものか
(2)コンクリートは設計図書通りのものが搬入されているか
(3)コンクリート打込み前のプランジャのセットは適切か
(4)コンクリート打込み前のトレミー先端と孔底との位置関係
　は適切か
(5)コンクリート打込み中のトレミーとコンクリートとの位置
　関係は適切か
(6)コンクリートの余盛りは規定通りか
(7)コンクリート打込み量は適切か

9-(1)
9-(2)

9-(3)
9-(4)

9-(5)

9-(6)
9-(7)

Ⅱ-32
Ⅱ-32

Ⅱ-32
Ⅱ-32

Ⅱ-32

Ⅱ-32
Ⅱ-32

(1)埋戻しの時期は適切か
(2)埋戻し材は適切か
(3) ―――

10-(1)
10-(2)

Ⅱ-33
Ⅱ-33

(1)埋戻しの時期は適切か
(2)埋戻し材は適切か
(3)埋戻し方法は適切か

10-(1)
10-(2)
10-(3)

Ⅱ-33
Ⅱ-33
Ⅱ-33

(1) ―――
(2) ―――

(1)杭頭鉄筋を傷めていないか
(2)杭本体のコンクリートにひび割れなどの損傷を与えていな
　いか

11-(1)
11-(2)

Ⅱ-34
Ⅱ-34

(1) 心ずれ精度は規定されているか
(2) ―――
(3) ―――
(4) ―――
(5) ―――
(6) ―――

(7) ―――
(8) ―――
(9) ―――

(10) ―――
(11) ―――

(12) ―――

12-(1) Ⅱ-35 (1)杭心ずれは許容値以内に収まっているか
(2)杭心ずれが許容値を超えている場合の処置は適切か
(3)杭径は確保されているか
(4)杭径が設計径未満の場合の処置は適切か
(5)鉄筋かご天端は許容値以内に収まっているか
(6)鉄筋かご天端は許容値以内に収まっていない場合の処置は
　適切か
(7)コンクリート天端は設計図書通りか
(8)コンクリート天端が設計天端より低い場合の処置は適切か
(9)コンクリートに対する鉄筋のかぶり厚さは所定のかぶり厚
　さを確保しているか
(10)最小かぶり厚さが確保されていない場合の処置は適切か
(11)杭頭部の目視観察よるコンクリートの良否の判断は適切か
(12)杭頭部のコンクリートが不良である場合の処置は適切か

12-(1)
12-(2)
12-(3)
12-(4)
12-(5)
12-(6)

12-(7)
12-(8)
12-(9)

12-(10)
12-(11)

12-(12)

Ⅱ-35
Ⅱ-35
Ⅱ-36
Ⅱ-36
Ⅱ-37
Ⅱ-37

Ⅱ-37
Ⅱ-37
Ⅱ-38

Ⅱ-38
Ⅱ-39

Ⅱ-39

2.材　　料

3.鉄筋かご

　の組立

1.工法選定

4.杭心の

　確　認

5.軸部掘削

6.拡底部

  掘　削

7.ｽﾗｲﾑ処理

8.鉄筋かご･

  トレミー
　建込み

9.ｺﾝｸﾘｰﾄ

　打込み

10.埋戻し

12.出来形

　の確認

11.杭頭処理


















































































